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お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
の

制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
す
る
場
合
に

は
、
主
に
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

〇	

農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
る
方
法

（
農
地
法
）

〇	

市
が
定
め
る「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
担
い
手
で
あ

る
認
定
農
業
者
等
に
権
利
を
設
定
・
移

転
す
る
方
法（
令
和
６
年
度
末
ま
で
の

経
過
措
置
）

〇	

地
域
計
画
に
基
づ
き
農
地
中
間
管
理
機

構
を
介
し
て
農
地
の
貸
借
権
を
設
定
す

る
方
法

　
許
可
を
受
け
な
い
で
行
っ
た
行
為
は
無

効
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
売
買

や
貸
し
借
り
の
予
定
が
あ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

	

農
業
委
員
会
事
務
局

　

	（
２
５
）８
５
１
３

道
路
の
路
肩
や
法
面
へ
の

除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て

　
道
路
は
、
皆
さ
ん
が
日
々
通
行
す
る
た
め

に
安
全
な
状
態
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
路
肩
や
法
面
に
除
草
剤
を
使

用
す
る
と
、
土
の
中
の
根
ま
で
枯
れ
て
し

ま
う
こ
と
で
土
壌
が
弱
く
な
り
、
路
肩
の

土
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
道
路
の
舗
装
ま
で
崩
れ
て
し
ま
う
な

ど
、舗
装
を
傷
め
る
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

道
路
の
路
肩
や
法
面
に
は
除
草
剤
を
使
用

し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

	

土
木
課　

	（
２
５
）８
５
７
０

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

お
願
い

　
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、「
令
和
５

年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　
住
宅・土
地
統
計
調
査
と
は
、
住
戸
に
関

す
る
実
態
お
よ
び
現
住
居
以
外
の
住
宅
な

ら
び
に
土
地
の
保
有
状
況
、
そ
の
他
住
宅

等
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
に
関
す
る
実
態

を
調
査
し
、
住
生
活
関
連
諸
施
策
の
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
住
生
活
基
本
計
画
の
成
果
指
標

の
設
定
、
耐
震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都

市
計
画
の
策
定
、
空
き
家
対
策
条
例
な
ど

に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
９
月
末
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
対
象
の

世
帯
に
調
査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

	

企
画
広
報
課

　

	（
２
５
）８
１
３
０

高
島
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
申
請
受
付

　
令
和
６・
７
年
度
の
高
島
市
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
申
請（
物
品
・
そ
の
他

業
務
）の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

【
期
間
】※
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

	

11
月
１
日
㊌
～
21
日
㊋	

消
印
有
効

		

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
ま
た
は
契
約

検
査
課
へ
持
参

※	
建
設
工
事
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
県
下
共

同
で
の
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
へ
移

行
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

	

契
約
検
査
課

　

	（
２
５
）８
５
０
１

高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
開
催

　
入
会
希
望
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て
自
ら
の
生

き
が
い
を
見
つ
け
、
健
康
増
進
や
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

	

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

◆
入
会
説
明
会
の
日
時
・
場
所

《
第
１
回
》

	

10
月
17
日
㊋	

９
時
30
分
～

	

マ
キ
ノ
支
所

《
第
２
回
》

	

10
月
18
日
㊌	

９
時
30
分
～

		

新
旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

�

「
ほ
お
じ
ろ
荘
」

《
第
３
回
》

	

10
月
20
日
㊎	

９
時
30
分
～

	

高
島
支
所

		

公
益
社
団
法
人

	　
高
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

	（
３
６
）８
１
９
１

首
都
圏
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
へ

湖
国
寮
入
寮
生
募
集

　
首
都
圏
で
学
ぶ
滋
賀
県
出
身
者
の
学
生

生
活
を
支
援
す
る
湖
国
協
会
で
は
、
令
和

６
年
度
の
入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

		

東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保
２
丁
目
15

番
30
号（
湖
国
寮
）

※
Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
駅
か
ら
徒
歩
10
分

		

18
歳
以
上
の
大
学
、
専
門
学
校
へ
進

学
す
る
学
生

		

１
日
２
食
付（
朝
夕
食
）８
２
，０
０
０

円
／
月
※
電
気
・
水
道
代
は
実
費
負
担

※	

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

・

	

公
益
財
団
法
人	

湖
国
協
会

　

・

	

０
４
２
２（
５
５
）１
１
３
５

　

	https://w
w
w
.kokokuryo.com

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　
法
務
局
が
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

お
預
か
り
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
宅

等
で
自
筆
証
書
遺
言
書
を
保
管
し
て
い
た

場
合
、
遺
言
書
の
改
ざ
ん
や
紛
失
、
遺
族

が
遺
言
書
の
存
在
に
気
付
か
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、

手
数
料
３
，９
０
０
円
で
法
務
局
で
長
期

間
適
正
に
遺
言
書
を
保
管
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
遺

言
書
を
開
封
す
る
際
に
必
要
な
家
庭
裁
判

所
の
検
認
も
不
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

大
津
地
方
法
務
局
供
託
課

　

	

０
７
７（
５
２
２
）４
８
３
１

催
　
し

　
市
民
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
料
・
入
場
料
の
記

載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

２
０
２
３
た
か
し
ま
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、
２
０
２
３
た
か
し
ま
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

	

10
月
15
日
㊐	

13
時
～
16
時

	

ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
高
島
公
民
館

	

社
会
教
育
課

　

	（
２
５
）８
５
６
５

航
空
自
衛
隊

饗
庭
野
分
屯
基
地
祭

	

10
月
15
日
㊐	

８
時
30
分
～
14
時

	

航
空
自
衛
隊
饗
庭
野
分
屯
基
地

		

装
備
品
・
訓
練
展
示
、
展
示
飛
行
、
野

外
売
店
な
ど

※	

基
地
内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

J
R
新
旭
駅
お
よ
び
臨
時
駐
車
場
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

航
空
自
衛
隊
饗
庭
野
分
屯
基
地

　

	（
２
５
）４
３
４
３

日
本
南な
ん

画が

院い
ん

選
抜
展

　
日
本
最
大
の
水
墨
画
団
体
で
あ
る
日
本

南
画
院
に
よ
る「
選
抜
展
」を
湖
西
水
墨
画

会
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
水
墨
画
の
深

く
広
が
り
の
あ
る
美
し
さ
、
魅
力
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

	

10
月
17
日
㊋
～
22
日
㊐	

９
時
～
17
時

　

	（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
13
時

ま
で
）

	

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　
【
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
】

	

湖
西
水
墨
画
会
事
務
局

　

	（
３
４
）０
７
１
３

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
販
路
拡
大
や
業
務
効
率
化
な
ど
経
営
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
専
門
プ
ロ
人
材
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

専
門
知
識
や
実
務
経
験
を
持
つ
副
業
・
兼

業
人
材
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
講
師
】		

株
式
会
社
カ
ル
ビ
ン�

�

赤
井	

純
一
氏

	

10
月
19
日
㊍	

18
時
～
19
時
30
分

	

観
光
物
産
プ
ラ
ザ

	

市
内
事
業
所

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	

先
着
20
社

・

	

商
工
振
興
課

　

	（
２
５
）８
５
１
４
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ク
ア
オ
ル
ト

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

体
も
心
も
健
康
に
す
る
里
山
で
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
睡
眠
の
質
の
改
善
、

ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
専

門
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
楽
し
く
里
山
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

	

10
月
22
日
㊐

		

森
林
公
園
く
つ
き
の
森　

�
�

ユ
リ
ノ
キ
コ
ー
ス

		

市
民
の
方　

65
歳
以
上
７
５
０
円
・

64
歳
以
下
１
，８
０
０
円�

�

※
市
外
の
方
は
別
料
金

	

10
月
19
日
㊍

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

		

森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　

	（
３
８
）８
０
９
９

　

	（
３
８
）８
０
１
２

　

	asosatoyam
a@
zb.ztv.ne.jp

木
造
住
宅
耐
震
化
無
料
相
談
会

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
起
き
る
か
も
し
れ

な
い
大
地
震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す

か
？
市
で
は
、
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
震
の
備
え
の
第
一
歩
と
し
て
、

ご
自
宅
の
耐
震
無
料
診
断
を
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
相
談
会
で
は
、

無
料
耐
震
診
断
の
お
申
し
込
み
は
も
ち
ろ

ん
、
住
宅
耐
震
化
の
補
助
金
の
ご
質
問
も

お
受
け
し
ま
す
。
住
宅
の
耐
震
化
に
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・	
	

10
月
28
日
㊏	

13
時
～
14
時（
中
庄

集
会
所
）・
15
時
～
16
時（
南
新
保
区

草
の
根
ハ
ウ
ス
）

	
10
月
27
日
㊎

・

	
都
市
政
策
課

　

（
２
５
）８
５
７
１

福祉機器リサイクル事業
　ご家庭で不要になった福祉機器（車椅子、シャワーチェア、ポータブルトイレ、トランスファーボード、
歩行器、杖等）を有効利用するために、譲りたい方と譲ってほしい方にリサイクル情報を提供しています。
お気軽にご相談ください。

障がい者パソコン教室
　障がいのある方を対象にパソコン教室を開催します。パソコン操作を学び、パソコンのおもしろさを
見つけてみませんか。
		10月31日～12月５日　毎週火曜日　全６回　10時～12時
	湖西総合在宅サービスセンターほろん　　 	市内在住で障害者手帳をお持ちの方　　
	６人　　 		無料（材料費として一部負担いただく場合があります）　　 	10月17日㊋

押絵教室
　来年の干支の「辰」をイメージした押絵を教えてもらいます。（手話通訳・要約筆記あり）
	10月29日㊐	10時～12時
	湖西総合在宅サービスセンターほろん　　 	市内在住で障害者手帳をお持ちの方　　
	先着10人　　 	500円　　 	10月20日㊎

相　談 日　時 場　所 内　容

■子育て・縁結び
　相談窓口
		たかしま結びと育ちの	
応援団
	（３３）７７５８

毎週火～土曜日
　10時～17時

たかしま結びと育ちの
応援団事務所
（ほおじろ荘）

【子育て相談窓口】
　地域の身近な相談窓口として気軽にお立
ち寄りください。必要な支援につなぎます。
【縁結び相談窓口】
　結婚についての相談・出会いのお手伝い
をします。※お越しになる際にはご連絡く
ださい。

■ビジネスサポート
　相談会
	商工振興課
	（２５）８５１４

10月３日㊋、
17日㊋
　13時30分～、
　15時～

市役所新館
　さまざまな理由で経営や資金繰りに困っ
ている方などを対象に、どのようなお悩み
でも専門の中小企業診断士がお受けします。
▼申込方法　事前予約をしてください。

■特設人権
　なんでも相談所
	人権施策課
	（２５）８５２４

10月11日㊌
　13時30分
　　～16時

市役所新館
　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、	
人権に関わる問題で悩んでいませんか？
ひとりで悩まずに人権擁護委員にご相談	
ください。

■女性のための
　相談室
	働く女性の家
	（２２）４０５２

10月14日㊏、
18日㊌、28日㊏
　13時30分
　　～16時20分
※相談時間は1人50分

働く女性の家
　あなたの生きづらさや不安について、市
外から女性カウンセラーを迎えて解決策を
一緒に探します。（定員：各日３人）
▼申込方法　事前予約をしてください。

■無料法律相談
	高島市社会福祉協議会
	（２５）５７２０

10月17日㊋
　13時30分
　　～16時30分
※相談時間は1人30分

高島公民館

　事前予約制で行う弁護士による無料法律
相談です。市民の皆さん（個人向け）が対象
の相談会です。（定員６人）
▼申込方法　事前予約をしてください。
　平日	８時30分～17時30分
　○予約受付開始日	10月3日㊋	8時30分～

■税理士による
　無料税務相談会
		公益社団法人	
今津納税協会
	（２５）７７１１

10月19日㊍
　13時30分
　　～16時30分

高島市商工会
北部センター

　相続や生前贈与にかかる税金の相談か
ら、消費税申告に関する疑問、商売を始め
られたときの税に関する手続きなどお気軽
にご相談ください。
▼申込方法　事前予約をしてください。

■空き家活用相談会
		高島市空き家活用促進	
協議会（市民協働課内）
	（２５）８５２６

10月21日㊏
　10時～12時 市役所本館

　市内の空き家所有者や、将来的に空き家
の所有者になる可能性のある方が、その活
用を気軽に相談できる場です。
※予約をされた方を優先します。

■一日年金相談所
	保険年金課
	（２５）８１３７

10月26日㊍
　10時～16時 安曇川公民館

▼申込方法　事前予約をしてください。
　大津年金事務所
　 	０７７（５２１）１１２６
　　	平日	８時30分～17時

相 談 （秘密厳守・相談無料）

	湖西総合在宅サービスセンターほろん　 	（２２）４０４１　 	（２２）４１３１

広告
募集
ホームページ
■11月掲載分締切　10月10日（火）
■掲載料　１か月10,000円

広報誌
■12月号締切　10月20日（金）
■掲載料　10,000円／１枠（28㎜×85㎜）

市のホームページを
ご覧ください
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文化情報

昭和のうた♪　ピアノ弾き語りコンサート

　音楽療法士、岡本仁司氏によるピアノ弾き語りコンサート。懐かしいメロディーを楽しいおしゃべり
とともにお送りします。
▼日時　10月11日水　13時45分開演　　▼場所　藤樹の里文化芸術会館
▼料金　無料　　▼全席自由

 藤樹の里文化芸術会館　 （３２）２４６１

高島市文化の支援事業　
　　映画「ぼけますから、よろしくお願いします。～おかえりお母さん～」上映会

　口コミが広がり異例のロングランになった前作「ぼけますから、よろしくお願いします」。あれから４
年、90代夫婦の愛の形を描いた感動の物語が再び始まります。
▼日時　10月22日日　①10時30分～　②14時～（２回上映）　※各回入れ替え制
▼場所　ガリバーホール　　▼内容　監督	信友	直子、日本語字幕付き、上映時間101分
▼料金　一般1,000円、中学生以下800円、当日200円増　　▼全席自由
▼チケット販売所　	高島市民会館、藤樹の里文化芸術会館、ガリバーホール、マキノ土に学ぶ里研修セ

ンター、今津東コミュニティセンター、新旭公民館、安曇川公民館、朽木公民館
 ガリバーホール　 （３６）０２１９

■第32回湖西合唱祭
　市内10合唱団による合唱祭を開催します。
▼日時　10月１日日　13時30分～
▼場所　ガリバーホール　　▼料金　500円

 湖西合唱協会　池田
　 ０９０（８９３７）４２４４

■森へ入ル
　市内在住の木工家たちの工房で作品の展示
をします。
▼日時　10月６日金～８日日　10時～17時
▼場所　各工房
▼出品作家
　マキノ地域　山本	雄次（木工）
　	安曇川地域　	小田切	健一郎（木漆工）、	

小田切	裕美（漆アクセサリー）
▼料金　無料

  山本　　 （２０）５６２５	
小田切　 （３３）０２４２

湖西地域の文化情報

※ 公演中止や公演内容の変更が生じる可能性があります。

■ギャラリー藤乃井
“2023”ふるさと高島の作家展
　高島を拠点に創作活動を続ける８人の作家の展
覧会です。
▼日時　10月８日日～14日土　10時～16時
▼�出品作家　白井	陽子（日本画）、小多	譲仁（ア
クリル画）、中村	剛（油彩）、安原	篤司（油彩）、
山川	實（油彩）、川合	徹（木彫）、江良	幸子（陶
芸）、青木	タエ子（アートフラワー）
 安曇川町田中426　 （３２）０１５０

■ギャラリー Cafe Cozy
「第20回記念　永島正人クレパス画展」
▼日時　10月１日日～15日日　10時～22時
　　　　※最終日は15時まで
～和のドライフラワー～
� 「ドライフラワーで秋を楽しむ」　中村�智佳子
▼日時　10月18日水～30日月　10時～22時
　　　　※最終日は14時まで
※火曜休

 今津町舟橋2-8-10　 （２２）１４１４

（敬称略）

⃝バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。�
⃝窓口延長業務（19時まで）を行っています。
月�市役所本庁　木�安曇川支所・今津支所
◦	納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されます。

◦	口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
◦	税金や各種料金のお支払いには、納め忘れのない口座振替が
便利です。

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から
承諾をいただいた方のみ掲載しています。

人の動き（人口と世帯）
令和５年８月末日現在

人　口�……………�45,925人
　・前月人口	…45,979人	（−54）	
　・前年同月人口	…46,549人	（−624）
男�…………………�22,453人
女�…………………�23,472人
世帯数�…………� 20,875世帯

窓口だより窓口だより人の動き
のたかしま

氏　名 性別

新　旭

安曇川

氏　名 性別

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

マキノ

今　津

氏　名 性別 年齢 ところ

新　旭

安曇川

氏　名 性別 年齢 ところ

高　島

朽　木

氏　名 性別

高　島

10月 納付のお知らせ月 納付のお知らせ
項　目 期　別 納期限

市・県 民 税（ 普 通 徴 収 ） 第３期

10月31日
国民健康保険税（普通徴収） 第５期
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 ） 第７期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第４期
水道料金（8月～9月使用分） 10月期

お誕生おめでとう！（出生）

令和５年８月１日から８月31日までの届出分（敬称略）
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回
さ
れ
た
お
触
れ
書
き

領
地
支
配
の
確
立

　
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）、
関
ヶ
原
の

戦
い
に
よ
っ
て
覇
権
を
確
立
し
た
徳
川

家
康
は
、
全
国
の
支
配
体
制
の
整
備
に

取
り
か
か
り
、
特
に
江
戸
幕
府
を
開
い

た
後
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
直
轄

領
、
藩
領
、
旗
本
領
、
役
地
領
な
ど
を

定
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
近
江（
滋
賀
県
）は
京
都
や
大
坂
の
後

背
地
と
し
て
、
ま
た
輸
送

経
路
の
要
衝
と
し
て
重
要

視
さ
れ
、
湖
上
交
通
の
保

護
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
が
と
ら
れ
、
特

権
を
与
え
ら
れ
る
と
共
に
、

幕
府
直
轄
領
の
他
に
有
力

大
名
や
旗
本
の
領
地
の
一

部
が
お
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
近
江
は
多
数
の
領
主

の
領
地
が
入
り
混
じ
る
地

域
と
し
て
知
ら
れ
、
一
村

の
村
高
を
分
割
す
る
相あ
い
き
ゅ
う給

の
形
で
支
配
を
う
け
る
村

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

高
島
郡
膳
所
藩
領
の
成
立

　
膳
所
藩
は
、
慶
長
６
年（
１
６
０
１
）

に
徳
川
家
康
が
現
在
の
大
津
市
膳
所
に

城
を
築
き
、
譜
代
の
戸
田
一
西
に
３
万

石
を
与
え
て
城
主
と
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
、
数
年
間
は
城
主

の
交
代
が
続
き
ま
す
が
、
慶
安
４
年

（
１
６
５
１
）４
月
に
本
多
俊
次
が
７
万

石
で
膳
所
城
主
に
な
っ
た
後
は
、
本
多

氏
に
そ
の
所
領
が
受
け
継
が
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
そ
の
膳
所
藩
の
領
地
が
、
高
島
郡
の

南
市
・
下
ノ
城
・
馬
場
・
佐
賀
・
上
寺
・

仁
和
寺
・
鍛
冶
屋
・
三
田
・
沖
田
・
産

所
・
下
古
賀
・
庄
堺
・
川
島
・
三
重
生
・

十
八
川
・
永
田
・
鴨
・
武
曽
・
北
畑
・

五
十
川
・
日
爪
・
平
井
・
東
河
原
・
太

田
・
岡
の
一
部
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
高

島
郡
内
の
膳
所
藩
領
を
統
治
す
る
代
官

所
が
南
市
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

領
主
か
ら
の
お
触
れ

　
こ
の
膳
所
藩
の
よ
う
に
、
自
分
の
本

拠
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
領
地
を
有
す

る
領
主
も
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、
領
主

の
政
策
等
は
お
触
れ
書
き
を
も
っ
て
支

配
す
る
村
々
に
通
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
膳
所
藩
代
官
を
務
め
た
家
に
伝
わ
っ

た
資
料
の
中
に
は
、
表
紙
に「
御
触
書
」

と
書
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
古
文
書

が
あ
り
、
こ
れ
に
は
冠
婚
葬
祭
時
の
衣

類
や
食
べ
物
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
等

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
触
れ
書
き
は
、
一
通
が
南
市
の
代

官
所
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
代
官
か

ら
郡
内
の
膳
所
藩
領
の
村
々
へ
順
番
に

継
ぎ
送
り
さ
れ
た
よ
う
で
、
末
尾
の
宛

先
は
、
膳
所
藩
領
の
村
々
の
庄
屋
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
終
行
に
は

「
右
、
何
れ
も
写
し
取
り
、
早
々
に
順

達
致
さ
る
べ
く
候
」と
各
庄
屋
に
お
触

れ
書
き
の
内
容
を
写
し
取
っ
て
、
早
々

に
次
の
村
に
回
す
よ
う
に
と
の
注
意
書

き
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
行
政
文

書
の
伝
達
方
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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今月の表紙は、階段を上
ると天空を思わせるような
スポット「ステアーズフラ

ワー」。びわこ箱館山からの眺望を、
このスポットのおかげで自分が浮い
ているような感覚で眺めることがで
きます。平野の町並みから琵琶湖、
竹生島と伊吹山をスカッと見渡せる
ので、立つもよし、座るもよし、い
ろんな眺め方があると思いますの
で、ぜひ思い思いの方法で楽しんで
みてください。（M）

「御触書」の最終ページ
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